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批評と紹介
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大
正
元
#
十

)

刃
浓;-
'1
.
喪
k
ff
锬
行 

大
列
三
西
六
十
五
贺
姥
似 

一
®

1

一
十
錢

本
誉
は
神̂

高
等
商
業
學
校
敎
雙
に
し

)

稅
關
行
改
，
 

W

玫
家
な
る
武
田
英
三
氏
の
近
業
な
る
が
ヽ
'‘全
篇
を
分 

ち
て
十
三
章
と
爲
し
、
先
づ
..
桃
關
の
名
稱.
の
*

原
!/
.
:
筆
 

を
起
も
。
次
に
桃
關
行
政
袪
規
の
戀
遷
を
論
じ
て
現
行 

.
法

規

の

を

擧

げ

、
轉
^
で
開
港
の
意
義
及
び
其
所 

在
地
を
記
述
し
、.
進
ん
セ
税
關
、
關
稅
、
船
舶
、货
物
、 

運
送
、
货
物
の
收
容
及
解
除
、
•

異
議
及
訴
颇
、
關

馨
 

察
、
；税
關
貨
物
取
极
人
等
に
論
及
せ^
^

毎.
辟
$

ゃ
る 

谀
は
主-

V

し
て
法
規
の
梗
概
に
し
で
、
消
®
税
挪
戾
の 

統
割
を
除
く
の
外
は
殆
ん
ど
悉
く
法
令
の
摘
要
i
 
%

見 

る
べ
きR

P

の
な
6

。

本
書
の
目
的
と
爲
す
所
は 

to
l
數
の
法
嘱
のm
ff
r

ty

合
し
て
一
少
«
間
內
に
桃
關 

に
關
す
名
規
定.
の
一
般
を
知
ら
し0

る
に
在
れ
ば
、
本 

.書
は
良
く
其
目
的
を
達
し
^

る
％
の
と
見
'る
べ
し
。
f
i

. 

、,

西0

六

商
貿
易
^
從
事
せ
る
者
叉
は
商
業
政
策
の
實
際
方
面
に 

關
す
る
硏
究
に
趣
味
を
有
す
る
者
に
は
本
嘗
は
存
救
の 

「

參
考
書
と
®
ふ
べ
し0:

I

 

'

鼠

^

^
# ^
株

式

年

鑑

\ 

大
正
ニ
年

1

刀
大
阪
賍
村
商
店
發
行 

\ 

火
屮

1

ハ
百
五
十

111K

郁
逍
.三
，十
六

|1
w
M
i
隨

\

本
書
は
大
肢
市
東
區
備
後
町«

丁
目
1

一
十j

番
地
野
衬 

\

商
沿(

掛
式
相
貴
商)

の
編
*
に
係
る
名
の
に
し
て
颇
る 

I

重
寶
な
る
有
價
説
券
價
格
の
巍
計
を
刺
す
。
赉
篇
ヶ
分

. 

ち
て.
公
市
社
偾
、
：銀
行
、
紡
績
、
電
氣
、
瓦
斯
、
保
險
、
. 

電
軌
鐵
道
' 

艄
«

運
糨
、
：取
引
所
、
製
糖
、
肥
料
、
窯 

業
>

諸
;0
:
.

業
、
水
産
、
倉
庫'
鑛
汕
、鑛
山
、
土
地
信
能
、 

諸
株
、
赌
綠
計.
の

十

九

款

と

爲

し

‘
、
第

一

款

公

市

社

偾
 

.

の
部
に<

は
國
偾1

.

覧
表
、
公
偾
相
拗
表
、
金
國
市
偾 

,

.1

覽
表
、
市
債
相
場J

T

債
券
社
偾
一
覽
表
及
其
相
場 

表
を
猫
げ
、
第
二
款
以
下
に
於
て
は
全
國
の
各
銀
行
會

. 

社
を
各
款
相
當
の
題
目
の
下
に
分
類
し
て
各
其
現
狀
を

19 L

摘
要
し
、
最M
のr

諸
統
計」

の
下
に
は
國
庫
歲
出
入
累 

年
對
照
表
、
.
質
易
の
統
計
、
金
利
表
、
通
貨
の
統
計Y 

手
形
交
換
高
、
株
式
取
引
所
出
來
高
受
理
高
表
、
紡
績 

會
社
に
關
す
る
諸
統fh
、

®

期

米

，公

定

相

場

表

等

を

他 

の
統
計
書
類
ょ6
轉
载
せ
-
^
。

各
鈒
行
會
社
の
现
狀
と
し.

て
ば
、
諛
立
の
年
月
日
、 

資
本
金
額
、
株
數
、
» }

込
額.

、
®

没
の.

氏
名
、
最
近
に 

於
け
る
粟
年
配
當
率
、
果
年
株
式
相
場
高
低
表
、
決
算 

期
、
株
式
名
義
書
替
料
、
貸
借
對
照
表
、
最
近
の
利
益 

配
當
表
、
營
業
成
績
等
總
：て
株
主
叉
.は
棘
主
杧
ら
ん
と 

欲
す
る
者
の
知
ら̂

る
べ
於_

ら
3 '
'

る
重
な.

る
事
1 1

を
載 

せ
杧.

6

。
活
字
は
六
漱
を
用
ね
允
る
名
、'■
#
銀
行
會
社 

に
一
頁
宛
を
割
き
把
る
を
以
て
體
裁
惡
し
か
ら
岁
、
且 

つ
通
覽
に
便
な
り
。
唯
惜o

ら
く
は
、
各
會
»
‘の
株
式 

拆
場
を
擧
ぐ
る
に
當
ぅ
て
其
年
數
の
少
き
と
摘
記
せ
る 

相
場
の.

期
日
を
加
へ
ざ
る
乙
と
な

6

。
相
場
表
に
月 

日
を
加
へ
次
れ
ば
、
其̂

l

i

決

算

と

の

關

係
.?
:
知

る 

に
由
な
し
。
叉
社
偾
は
單
.に
貸
借
表
の
負
偾
の
部
に
擧

批
評
と
紹
介

げ
る
の
み.
な
る
^P

、

別

に1

項
を
設
く
れ
ば
、
猶
一
層 

の
便
®

を
與
へ
ん
。
社
偾K

一
 

括
し
て
第
一
款
公rt
/

ft 

倩
0

部
に
載
す
と
雖
$
各
會
社
の
現
狀
と
之
を
對
照
す 

る
に
當
6

一
 

々
前
款
に
立
戾
る
は
煩
は
し
。

本
書
»

叉
卷
頭
に
大
眹
株
式
取
引
所
株
の
.昨
年
中
に 

於
け
る
相
場
表
を
.鮮
明
な
る
石
版
摺
に
せ
る
名

の
を
揷 

T
^

Â
V
-

O

要
す
る
に
多
少
の..
紙
點
を
有
せ
る
免
、
本#
 

は
投
機
商
、
素
人
相
場
師
及
び
金
融
事
情
叉
は
物
價
の 

研
究
者
に
取6
,て
二 .
好
參
■
考
書
:̂

る
を
失̂

J

|

# 1
保

險

H
I 

{

ft
十
四
ノ 

i
 

i.
 

Z年

度
>

:

大
JE
r
i年
1月
生
命
保
櫞
|
 

協
#
發
行
紙
数
1
1苗彐十ー

本
書
は
明
治
四
十
四
年
四
月
よ6

同
四
十
五
年
三
月 

に
至
る
，，

1

年
間
に
於
け
る
我
國
の»

外
保
險
會
»
に
關 

す
る
諸
統
計
を
載
す
。
保
險
のa

類
は
生
命
、
，徵
兵
、 

講

傷

害

、
火
炎
、
海
上
、
運
送
、
信
用
、
汽
雌
、
年 

金
等
に
し\」

本
邦
に
於
け
る
總
て
の
保
險
事
業
を
綱
羅

,

阪o
七

\



,192

批
■評
と
紹
.
介.

し
、內_

會
社
と
外
國
會
社
支
店£.
の
區
別
を
設
げ
、各 

種
保
險
會
社
の
現
狀
及
か
罃
業
成
績
の
統
計
_
を
揭
ぐ
0 

又
卷
頭
に
は
生
命
、
、火
炎、
}®
'
上
、
運
送
、；
信
用
、
汽» 

罐
、
保
險
事
業
の
最
近
五
ヶ
年
問
に
於
け
る
比
較
獮
と

\ 

保
it
會
社
財
產
分
布0
i

を
挿
む
。
全
篇
題
目
に
英
»

一
 

を
施
し
、總
てr

ラ；ピ
ィ
グ
數
字
を
用
ゆ
。
英
譯
は
槪
し

|  

て
無
難
な
6
,
0 

: 

|

‘
本書に翁する統

ff
tt
*
皆
各
保
^

！社
ょ6
徵
し
^

|  

る
報
告
に
據
る
と
云
ふ。

. 

\

,.

• |

都

総

財_

政

學

_

|

及

一

笫
.ー
卷
七
茛
十
六
1

定
惯
ニ
四
ニ
十
錢 

V

笟
ニ
卷
七
苗
：51
十

九

更

嗇

I

I
十
錢 

|

本
書
は
我
經
濟
摩
界
に
て
罕
れ
に
見
る
浩
翰
な
る
著
™

書
に
し
て
、
全
部
は
四
卷±
6
成
ろ
、，：其
中
今
囘
發
刊•

せ
ら
れ
セ
る
は
第j.

卷
及
び
第
二
卷
な
る
が
、
m

三

卷

\

は
本
年
秋
期
に
上
梓
甘
ら'る
べ
く
、
第
四
卷
の
發
行
期

日
は
未
定
な
6

i

?第

.一

卷
は
總
_

及
び
本
it
の
一
部

.妈
0
八

第

一

編

國

家

歲

出

論

幷

’
に

第

ニ

編

國

家

歲

入

論

中

筋

ニ 

部

官

業

收

入

論

及

y

第

二

部

租

^

^

.

第

一

款

祖

桃

沉 

.

論
ゼ
載
す
。
第1

1
卷
は
國
家
歲
入
論
の
殮
餘
、
郎
ぢ
粗
视 

各
|
1

を
收
0

。
本
银
秋
期
發
行
せ
る
、
窖
な
る
第
一
一
奪 

は
公
傲
論
と
豫
算
論
とe
ii

す

る

豫

定

に

し

て

、

他
！！： 

出
版
せ
ら
る
べ
き
地
方
财
政
論
を
收
む
ベし
と
云4

 
o 

本
書
は
第
一
卷
及
ぴ
第
ニ
卷
に
於
<
紙
を
费
す
こ
と 

千
四
西
六
十
餘
頁
な
，る
大
箸
な
れ
ど

5
P、
.

著
者
自
身
％ 

告
白
せ
ら
る
ゝ
如
く
、
‘何
等
財
政
學
上
斬
新
な
る
寧
説 

を
公
表
せ
ず
、
又
統
訊
資
料
等
の
豐
富
な
る
に
名
拘
ら 

玄
、
斯
學
上
有-*
な
る
^
究
と
識
む
ぺ
き
名
の

5
 
く
、 

唯
本
書
は
普
通
め
傭
政
學
敎
科
書の«
;¥
を
以
て
、
在 

來
の
學
練
を
解
說
し
把
る
に
過
ぎ
次
る
名
の
、
如
し
？ 

叉-
本
書
に
於
て
解
説
せ
る
學
理
'及
び
學
說
は
主
と
し 

て
獨
逸
の
學
者
の
唱
へ
^
る
名
の
に
し
<
、
辟
と
し
て 

は
著
者
は
獨
逸
の
學
者
を
尊
敬
する
の
餘
勢
と
し
て
、 

其
學
說
の
內
容
を-
問
&

少
し
て
、
之
を
尊
重引
用
せ
ら 

ふ

、

の

傾

向

ぁ

る

は

借

0>

べ

し

。

:

:

本
書
は
理
論
財
政
學
書
と
し
て
は
斯
學
に
多
く
の
貢 

獻
を
爲
す
名
の
に
非̂

と
雖
名
、
其
の
載
す
る
所
の
財 

政
史
上
の
事
實
及
び
銃
計
は
犬
に
參
考
に
資
す
べ
き
名 

の
ぁ
6
。
箸
者
舣
歳
入
歳
出
の
各
項
目
に
亘6
て
世
界 

强
画
に

於
■け
る
财
政
立
法
史
、
財̂
s

±̂ .
の

及

び
 

豐
當
な
る
統
ft
を
聚
集
し
、
各
强
國
の
財
政
狀
態
を
對 

照
しV

、
各
國
財
政
の
發
展
と
現
狀
と
を
通
覽
す
る
の 

便
を
與
へ
ら
れ
戈
る
は
晋
人
の
大
に
多
と
せ
次
る
ぺ/;> 

ら
次
る
所
な
る
と
同.
塒
に
資
料
收
集
上に
於
け
る
*
者 

の
努
ヵ
と
手
腕
と
に
敬
服
せ
次
る
を
得
梦
。
.本
書
の
如 

く
、
財
政
學
の
實
隙
方
面
に
關
し
て
豐
富
な
る
硏
究
材 

料
を
提
供
せ
る
财
政
學
書
は
稀
れ
に
見
る
所
な6
と
爾 

つ
べ
し
。
本
書
の
長
所
は
實
に
此
點
に
存
す
と
云
ふ
ベ 

く
、
：從

ぅ

て

本

書

は

脉

©:
:

_

の

挤

究
者
、
殊
に
實
際
的 

方
面
の
研
究
者
に
取6
て
一
好
參
考
書
允
る
を
失
は

t
o

.
 

'加
何
な
る
箸
書
と
雖
名
、
騰
者
に
鎌
し
て
著
者
の
癖 

%

多
少
不
W
の
念
を
與
办
る
の
M
ls
r
を
有
す
る
％
の
な

批
-評
.と
叛
介
_

き
こ
と
は
止
を
得̂

る
の
事
な
る
於
、
本
書
は
一
層
其 

傾
向
著
し
き
も
の
あ6
て
«
す
る
を
虡
る
。

箸
者
は
® 

逸
を
畏
敬
せ
ら
るV
の
傾
き
あ
6
て
、
獨
逸
以
外
に
論 

ず
る
に
足
る
國
家
な
し
と
思
惟
せ
ら
る
、
於
如
き
印
象 

を
讀
者
に
與
ふ
る
こ
と
わ6
°
叉
*
者
は
政
府
萬
能
主 

義
及.
び
■
軍
萬
能
主
義
を
奉
ぜ
ら
る
、
名
の
、
如
く
に 

し
て
、
盛
ん
に
民
主_

を«
鳳
せ
6
。

.

此
著
者
0.

錄
は
暮
昏
の_

容
に̂

^

を
及
ぼ
し
、 

國
防
(C

關
し
て
幾
す
紙
數
は
六
十f
M

を
算
す
る
に
拘
ら 

梦
、
ft

政
に
關
し
て
は
紙
を
割
く
こ
と
僅
於
に
十
六
1
 

な
6

。
箸
者
は
國
防
を
以
て
內
政
ょ
A. 
4

^

に
麗
要 

な
る
？
の
と
思
惟
せ
ら
る
、
於
如
し
"
現
在
及
將
來
の 

國
民
0

經
濟
的
能
カ
に
大
郊
綴¥

及
ぼ
す
べ
き
衞
生.u

 

關
し
て
は
僅
か1C
‘

一
寊
に
滿
杧
ざ
る
六
行
の
記
述
を̂
 

み
化
る
に
過
ぎ
ず
。
令
日
世
界
の
大
陬
題
と
爲
6

つ

、 

あ
.る
勞
働
者
の
保
護
に
就
て
％»:
を
走
ら
す
こi
ff
i

_々 

六
行
。：

將
來
に
於
け
，る
國
家
、
國
屎
の
邀
命
を
左
#
ず 

ベ
き
大
岡
敷
な
る
敎W

に
就
て̂

P
、

紙
を
分
つ
こ
と
三

\

!


